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港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
景
観
計
画

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
概
要

①
―
計
画
の
概
要

　
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、
市
郊
外
部
が
急
速

に
乱
開
発
さ
れ
る
中
で
、
「
乱
開
発
の
防
止
」

「
都
市
農
業
の
確
立
」
、
「
市
民
参
加
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
建
設
事
業
が

計
画
さ
れ
た
。

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
地
域
は
港
北
区
、

緑
区
に
ま
た
が
る

二
、
五
三
〇
h
a
の
地

域
で
、
計
画
的
に
市

街
化
を
図
る
公
団
開

発
地
区
、
既
開
発
地

区
、
計
画
的
に
農
業

保
全
を
図
る
農
業
専

用
地
区
、
開
発
を
保

留
す
る
そ
の
他
地
区

か
ら
な
り
計
画
人
口

は
三
〇
万
人
で
あ
る

（
表
―
１
）
。

　
公
団
開
発
地
区
の
事
業
の
基
本
方
針
と
し
て

「
緑
の
環
境
を
最
大
限
に
保
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
」
、
「
〝
ふ
る
さ
と
″
を
し
の
ぼ
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
、
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
高

い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
四
つ
を
設
定
し
て
計
画
を
進
め
た
。

　
具
体
的
に
は
、
斜
面
緑
地
、
寺
院
、
屋
敷
林

等
を
保
存
し
、
自
然
を
生
か
し
た
公
園
を
緑
道

で
結
ん
で
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
機

能
的
に
歩
行
者
専
用
道
路
を
配
置
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
緑
の
環
境
を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と
を
残

し
、
安
全
な
ま
ち
を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
の
副
都
心
と
な
る
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
利
用
圏
に
応
じ
た
駅
前
・
近
隣
各
セ
ン
タ

ー
地
区
を
設
定
し
、
各
種
施
設
を
配
置
し
て
、

高
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
計

画
さ
れ
、
二
十
一
世
紀
を
指
向
し
た
新
し
い
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　
事
業
は
、
昭
和
四
十
年
、
六
大
事
業
の
ひ
と

つ
と
し
て
発
表
四
十
九
年
、
公
団
造
成
工
事

着
手
、
五
十
八
年
八
月
集
合
住
宅
第
一
次
入
居

と
二
〇
年
近
い
歳
月
を
経
て
、
新
し
い
展
開
の

時
期
を
迎
え
て
い
る
（
表
―
２
）
。

②
―
現
況

(
ア
)
造
成
工
事
の
進
行
状
況

　
公
団
開
発
地
区
の
造
成
工
事
は
、
昭
和
四
十

九
年
八
月
に
着
手
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
三
月

末
時
点
で
、
一
次
造
成
は
全
体
の
六
〇
・
二
％

終
了
し
、
二
次
造
成
は
全
体
の
一
九
・
二
％
終

了
し
て
い
る
（
表
―
３
）
。

　
一
次
造
成
は
主
に
土
の
切
盛
り
を
行
い
道
路

や
宅
地
等
の
形
が
あ
ら
か
た
姿
を
表
わ
す
状

態
。
二
次
造
成
は
宅
地
の
よ
う
壁
や
下
水
道
等

の
設
置
、
道
路
等
の
舗
装
が
行
わ
れ
、
宅
地
が

使
え
る
状
態
と
な
る
。

(
イ
)
供
用
開
始
の
状
況

　
供
用
開
始
地
区
（
宅
造
検
査
に
合
格
し
仮
換

地
指
定
が
さ
れ
、
土
地
が
使
え
る
状
態
と
な
っ

た
地
区
）
に
は
二
種
類
あ
る
。

　
ひ
と
つ
は
、
地
区
内
の
工
事
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
既
存
家
屋
を
移
転
す
る
用
地
と
し
て

先
行
的
に
造
成
を
行
っ
た
先
行
造
成
地
と
、
本

格
的
な
供
用
開
始
を
行
い
、
新
た
な
街
づ
く
り

を
図
っ
て
行
く
地
区
と
で
あ
る
。

　
最
初
の
本
格
的
な
供
用
開
始
は
、
緑
区
の
荏

田
地
区
で
、
昭
和
五
十
七
年
度
末
に
九
三
・
九

表―２　事業の経過
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表―１　計画面積と計画人口

40. 2　市、六大事業を発表

42. 6　港北ニュータウン開発対策協議会発足

44. 5　土地区画整理事業の区域、事業の決定

　　　　公団、用地取得に着手

　　６　建設大臣、公団へ土地区画整理事業の特許

45.11　新羽・大熊農業専用地区着工(47.10竣功)

48. 4　市、基本計画(案)を開発審議会に諮問(答申48.12)

　　5　市・公団、上記基本計画(案)施行規定(案)・事業計

　　　　画(案)を地元に説明(48.7まで)

　　10　建設大臣、施行規定・事業計画を縦覧

49. 7　市、基本計画を決定

　　８　建設大臣、施行規定・事業計画を認可

　　　　公団、工事着手

51. 3　「特別な用地」申出調査（51.5まで）

　　10　港北ニュータウン事業推進連絡協議会が発足（港北

　　　　ニュータウン開発対策協議会を改組）

52.10　公団、仮換地の供覧（53.4まで）

54. 4　第１回仮換地指定（第一地区）

56.11　土地利用計画に合わせ用途地域地区の変更指定

58. 3　第二地区、第１次供用開始（面積約1OOha）

　　6　都市計画道路新横浜・元石川線（3.2.3）の開通

　　　　（延長9.1㎞）

　　8　第二地区、集合住宅の第１次入居開始

　　　　バス路線の開通（2系統）



表―３　工事進行状況表九
h
a
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
五
十
八
年
度
末
に
は

新
た
に
二
三
・
二
h
a
が
供
用
開
始
さ
れ
た
（
図

―
１
）
。

　
先
行
造
成
地
区
を
除
く
供
用
開
始
地
区
の
人

口
定
着
は
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
現
在
で
六
六

〇
戸
、
二
、
三
六
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
集
合
住
宅
の
人
口
は
、
公
団
住
宅
二
〇
四

戸
、
公
社
住
宅
三
三
八
戸
、
計
五
四
二
戸
で
約

一
、
九
〇
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。

景
観
計
画

①
―
景
観
計
画
の
目
的

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
先
に
も
述
べ
た
四

図―１　供用開始区域つ
の
事
業
方
針
を
設
定
し
魅
力
あ
る
良
好
な
環

境
の
街
づ
く
り
を
目
標
に
基
盤
整
備
を
進
め
て

い
る
。
魅
力
あ
る
、
良
好
な
環
境
の
街
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
景
観
形
成
が
必
要

で
あ
り
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
こ
の
た
め

の
幾
つ
か
の
仕
掛
を
用
意
し
て
い
る
。
例
え
ば

事
業
方
針
の
一
つ
で
あ
る
「
緑
の
環
境
を
最
大

限
に
保
存
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
方
針
の

も
と
に
既
存
の
緑
や
地
形
を
可
能
な
限
り
保
存

し
生
か
す
努
力
を
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
公
園
は
、
良
好
な
地
形
や
緑

を
形
成
し
て
い
る
山
・
丘
等
を
そ
の
ま
ま
保
存

し
て
そ
の
緑
や
地
形
を
で
き
る
だ
け
生
か
し
た

も
の
と
し
て
お
り
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

の
原
風
景
を
生
か
し
た
造
成
を
行
っ
て
い
る
。

　
特
に
第
二
地
区
の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
わ
き
に

位
置
し
て
い
る
総
合
公
園
は
良
好
な
地
形
や
緑

を
形
成
し
て
い
る
た
め
、
ひ
と
山
そ
っ
く
り
公

園
と
し
て
残
し
て
い
る
。
こ
の
山
は
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
各
地
か
ら
望
見
で
き
地
区
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
し
て
、
ま
た
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
中
央
公
園
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
隣
接
し
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
た

時
点
で
は
副
都
心
と
し
て

高
度
に
都
市
化
し
た
街
と

の
対
比
で
魅
力
あ
る
都
市

景
観
と
し
て
、
お
お
い
に

存
在
価
値
を
発
揮
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
ま
た
斜
面

緑
地
が
幾
つ
か
の
集
合
住

宅
地
の
中
に
残
さ
れ
て
お

り
、
緑
道
や
公
園
と
一
体

的
に
結
び
つ
け
良
好
な
自

然
環
境
の
形
成
を
図
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
集
合

住
宅
地
で
は
緑
環
境
と
調

和
し
た
集
合
住
宅
等
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

魅
力
あ
る
都
市
景
観
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
種
々
の
仕
掛
が
基
盤
整
備
の
中

で
用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
受

け
継
ぎ
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
都
市
景
観
を
魅

力
あ
る
も
の
と
し
て
行
く
た
め
に
上
物
整
備
に

対
し
て
誘
導
指
針
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
先
行
的
に
整
備
さ
れ
た
施
設
や
五

十
八
年
度
の
土
地
の
供
用
開
始
に
伴
う
諸
施
設

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
施
設
ご
と
に
立

地
環
境
を
踏
ま
え
て
計
画
・
設
計
条
件
を
設
定

し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
設
計
調
整
を
図
り
つ
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つ
魅
力
あ
る
都
市
景
観
の
実
現
を
目
ざ
し
て
来

た
。

　
こ
の
よ
う
に
進
め
て
来
た
過
去
の
成
果
が
か

な
り
蓄
積
さ
れ
て
来
て
い
る
こ
と
、
上
物
施
設

の
整
備
が
本
格
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
等

の
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
集
大

成
・
体
系
化
し
上
物
施
設
の
整
備
指
針
と
し
て

「
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
景
観
計
画
」
を
作
成
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
景
観
計
画
に
も
と
づ
い
て

各
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
誘
導
を
図
り
つ
つ
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
魅
力
あ
る
都
市
景
観
の
実

現
を
目
ざ
し
て
行
く
。

　
以
下
景
観
計
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
順

次
述
べ
る
。

②
―
こ
れ
ま
で
の
上
物
整
備
の
進
め
方
と

　
　
実
施
例

(
ア
)
進
め
方

　
こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
計
画
が
具

体
化
し
た
段
階
で
、
基
盤
整
備
で
進
め
て
来
た

街
づ
く
り
を
継
承
し
、
良
好
な
都
市
景
観
を
形

成
す
る
た
め
に
種
々
の
方
策
に
よ
っ
て
対
応
を

図
っ
て
来
た
。

(
ア
)
街
づ
く
り
協
定
の
推
進

　
将
来
の
用
途
混
在
を
防
止
す
る
た
め
、
民
有

地
に
つ
い
て
き
め
細
い
土
地
利
用
計
画
を
定
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
独
立
住
宅
地
は
、
ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
宅
以
外
の
用
途
の
建
物

が
建
ち
並
び
環
境
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
一
戸
建
て
住
宅
の
専
用
地
区
と

し
、
そ
の
代
わ
り
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
や

そ
の
他
の
用
途
の
建
物
が
環
境
問
題
に
わ
ず
ら

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
建
設
出
来
る
地
区
を
定
め

て
い
る
。
幹
線
道
路
沿
い
に
定
め
ら
れ
た
ア
パ

ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
地
区
、
利
用
圏
域
に
応
じ

て
定
め
ら
れ
た
各
セ
ン
タ
ー
地
区
、
地
区
内
に

散
在
し
て
い
る
工
場
等
を
集
約
し
た
工
場
倉
庫

地
区
等
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
各
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
当
分
の

間
農
業
を
継
続
す
る
集
合
農
業
地
区
を
含
め

「
特
別
な
用
地
」
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
の
特

別
な
用
地
へ
の
換
地
を
決
め
る
方
法
と
し
て

「
申
し
出
換
地
」
制
度
を
導
入
し
た
。
こ
の
換

地
の
条
件
と
し
て
各
土
地
利
用
を
将
来
に
渡
っ

て
担
保
す
る
た
め
に
「
街
づ
く
り
協
定
」
の
締

結
を
図
っ
て
い
る
。
各
土
地
利
用
に
対
応
し
た

協
定
の
案
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
地
元
組

織
で
あ
る
事
業
推
進
連
絡
協
議
会
に
設
け
ら
れ

た
「
街
づ
く
り
研
究
会
」
で
地
権
者
が
中
心
と

な
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
独
立
住
宅

に
つ
い
て
も
「
特
別
な
用
地
」
の
土
地
利
用
を

担
保
す
る
一
貫
と
し
て
協
定
案
が
同
時
に
つ
く

ら
れ
て
い
る
。
）

　
現
在
、
特
別
な
用
地
と
し
て
は
新
吉
田
工
場

・
倉
庫
地
区
（
面
積
約
五
・
八
h
a
、
区
画
数
七

六
区
画
）
、
荏
田
準
工
地
区
（
面
積
約
三
・
六

h
a
、
区
画
数
五
七
区
画
）
の
二
地
区
が
協
定
し

て
い
る
。
ま
た
一
般
住
宅
地
で
は
、
先
行
造
成

地
で
あ
る
第
一
地
区
の
牛
久
保
一
〇
工
区
（
面

積
約
二
・
九
七
h
a
、
区
画
数
八
七
区
画
）
と
五

十
七
年
度
末
に
供
用
開
始
さ
れ
た
荏
田
地
区
の

一
部
（
面
積
〇
・
五
h
a
、
区
画
数
二
八
区
画
）

で
協
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
協
定
締
結
を

推
進
し
て
行
く
方
針
で
あ
る
が
、
協
定
が
締
結

さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
区
画
整
理
法
の
第
七
六

条
建
築
許
可
の
際
、
協
定
案
の
内
容
に
添
っ
て

指
導
を
行
う
。

(
イ
)
公
的
集
合
住
宅

　
公
的
集
合
住
宅
地
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
三

四
ブ
ロ
ッ
ク
計
画
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
全
域
に
均
等
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

公
的
集
合
住
宅
地
が
、
街
づ
く
り
に
お
い
て
誘

導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待
し
て
配
置

し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
地
区
の
良
好
な
緑
を

ブ
ロ
ッ
ク
内
に
保
存
し
て
お
り
、
景
観
形
成
の

上
で
も
重
要
な
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
入

居
予
定
時
期
の
四
年
前
に
、
市
と
地
主
で
あ
る

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
周
辺
の
土
地
利
用
、
地
理
的
条

件
や
社
会
状
況
等
か
ら
、
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
ふ

さ
わ
し
い
計
画
を
検
討
し
、
こ
れ
を
計
画
指
針

と
し
て
作
成
し
て
い
る
。

　
こ
の
指
針
に
基
づ
い
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
事

業
者
が
決
っ
て
、
基
本
設
計
に
入
る
段
階
か
ら

実
施
設
計
、
建
設
段
階
ま
で
、
関
係
者
で
組
織

し
て
い
る
「
設
計
調
整
会
議
」
（
注
）
に
は
か

り
、
計
画
・
設
計
調
整
を
行
い
な
が
ら
目
標
と

す
る
集
合
住
宅
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

（
注
）
「
設
計
調
整
会
議
」
は
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
内
に
建
設
さ
れ
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
街

づ
く
り
の
方
針
に
基
づ
き
良
好
な
街
並
み
の
形

成
を
誘
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
建
築
局
、
緑
政
局
、
都
市
訃
画
局

と
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
港
北
開
発
局
の
担
当

職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
調
整
の
対
象
は
、

市
お
よ
び
公
的
団
体
の
建
設
す
る
建
築
物
が
主

体
で
あ
る
が
、
民
間
建
築
物
に
つ
い
て
も
建
築

主
の
了
解
を
得
て
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

(
ウ
）
公
共
建
築
物

　
学
校
、
保
育
所
、
地
区
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共

建
築
物
は
、
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に

大
き
な
役
割
を
担
う
地
区
施
設
で
あ
り
、
地
区

活
動
の
場
と
な
る
と
と
も
に
地
区
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
り
得
る
も
の
が
望
ま
れ
る
。

　
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ
て

は
設
計
に
着
手
す
る
以
前
に
、
関
係
局
を
中
心

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
。
そ
の
施

設
の
敷
地
条
件
や
周
辺
状
況
を
計
画
指
針
と
し

て
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
指
針
に
基
づ
い
て
、

集
合
住
宅
同
様
基
本
設
計
の
段
階
か
ら
「
設
計

調
整
会
議
」
に
は
か
り
調
整
を
行
い
、
地
区
施

設
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
公
共
建
築
の
実
現
を
目

指
し
て
い
る
。

(
エ
)
セ
ン
タ
ー
地
区

　
各
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
立
地
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
地
域
性
を
生
か
し
た
個
性
の
あ
る
、
ま
た

魅
力
の
あ
る
商
店
街
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

　
各
セ
ン
タ
ー
の
土
地
は
、
大
部
分
地
元
地
権
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者
の
も
の
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
上
物
整
備
に

つ
い
て
地
権
者
の
合
意
が
な
け
れ
ば
進
め
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
そ
こ
で
各
セ
ン
タ
ー
の
整
備

が
必
要
と
な
る
三
年
前
か
ら
財
団
法
人
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
生
活
対
策
協
会
が
中
心
と
な
っ

て
、
関
係
地
権
者
と
の
調
整
の
場
を
設
け
、
街

づ
く
り
に
つ
い
て
学
習
や
意
見
交
換
を
重
ね
な

が
ら
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
や
整
備
の

方
向
を
検
討
し
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
の
う
ち
、
建

築
物
等
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
こ
と
は
、
約
束

ご
と
と
し
て
取
り
決
め
、
街
づ
く
り
協
定
の
内

容
と
し
て
い
く
と
と
も
に
、
建
築
許
可
時
に
こ

れ
に
基
づ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
（
表
―
４

近
隣
・
駅
前
セ
ン
タ
ー
の
整
備
フ
ロ
ー
）
。

(
イ
)
実
例

(
ア
)
荏
田
南
小
学
校
、
荏
田
南
中
学
校
の
事
例

●
　
テ
ー
マ

（
イ
）
隣
接
す
る
小
学
校
と
中
学
校
の
一
体
的

　
　
演
出

（
ロ
）
緑
道
、
公
園
、
集
合
住
宅
、
出
光
グ
ラ

　
　
ン
ド
と
連
祖
し
た
都
市
の
基
幹
的
な
緑
化

　
　
域
の
形
成

●
　
設
計
条
件
（
抜
粋
）

（
イ
）
周
辺
環
境
へ
の
配
慮

・
緑
道
、
歩
専
道
の
結
節
点
か
ら
の
広
が
り
の

　
あ
る
景
観
づ
く
り

・
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
と
な
る
地
点
の
施
設
の
特
徴

　
づ
け

・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
連
担
性
の
確
保
（
集

表―４　近隣・駅前センター整備フロー
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合
運
動
場
、
出
光
グ
ラ
ン
ド
と
の
連
担
）

・
集
合
住
宅
地
か
ら
の
眺
望
に
留
意

・
一
般
住
宅
地
と
の
街
並
み
の
連
続
性
、
歩
行

　
者
専
用
道
路
の
演
出

（
ロ
）
土
地
利
用
、
建
物
配
置

・
小
、
中
学
校
の
敷
地
境
界
に
通
り
抜
け
通
路

　
を
設
置
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
イ
ン
ア
プ
ロ

　
ー
チ
（
人
の
出
入
口
）
は
こ
れ
に
面
し
て
設

　
け
る
。

・
地
域
開
放
施
設
は
独
立
し
て
利
用
出
来
る
よ

　
う
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
通
り
抜
け
通
路
よ
り

　
ア
プ
ロ
ー
チ
出
来
る
よ
う
に
す
る
。

・
集
合
運
動
場
と
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
空
間
的

　
一
体
性
を
確
保
す
る
。

・
自
動
車
（
サ
ー
ビ
ス
車
）
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

　
九
ｍ
道
路
か
ら
と
す
る
。
ま
た
緊
急
車
の
ア

　
ブ
ロ
ー
チ
は
九
ｍ
道
路
ま
た
は
歩
専
道
か
ら

　
と
す
る
。

（
ハ
）
建
築
設
計

・
歩
専
道
か
ら
学
校
の
生
活
が
窺
え
る
配
慮

・
低
層
化
す
る
（
三
階
以
下
）

・
内
陸
的
風
土
の
表
現
（
集
合
住
宅
で
は
住
棟

　
に
勾
配
屋
根
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
色
彩
に

　
つ
い
て
は
、
地
区
に
調
和
し
、
し
か
も
緑
と

　
調
和
し
た
も
の
と
す
る
。

（
ニ
）
造
成
、
緑
化

・
歩
専
道
、
道
路
沿
い
の
法
面
は
連
続
し
て
緑

　
化
す
る
。

・
緑
被
率
は
三
〇
％
を
目
標
と
す
る
。

・
擁
壁
は
極
力
低
く
し
、
そ
の
前
面
に
緑
化
ス



図―２　荏田南小・中学校条件図
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図―３　荏田南小・中学校設計図
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図―４　集合住宅条件図

図―５　集合住宅設計図
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ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

●
　
条
件
図
と
設
計
図
（
図
―
２
、
図
―
３
）

●
　
調
整
結
果
と
課
題

（
イ
）
通
り
抜
け
通
路
（
小
、
中
学
校
の
境
界
）

　
　
の
処
理

　
東
側
の
歩
専
道
と
集
合
住
宅
地
の
通
り
抜
け

公
開
空
地
と
結
ぶ
形
で
通
り
抜
け
通
路
が
設
置

さ
れ
た
。
こ
の
部
分
は
学
校
用
地
で
あ
り
、
二

つ
の
学
校
が
隣
接
す
る
場
合
の
境
界
処
理
方
法

と
し
て
一
つ
の
新
し
い
提
案
で
あ
る
。
中
間
を

四
五
度
振
ら
れ
た
こ
の
通
路
に
沿
っ
て
校
舎
が

配
置
さ
れ
、
地
形
の
起
伏
と
あ
い
ま
っ
て
変
化

の
あ
る
楽
し
い
空
間
と
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
通
路
の
設
計
意
図
を
生
か
す
管

理
の
在
り
方
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
ロ
）
色
彩

　
隣
接
す
る
集
合
住
宅
は
緑
と
の
調
和
を
考
え

茶
系
を
基
調
と
し
て
お
り
、
学
校
も
一
体
の
環

境
と
な
る
よ
う
同
系
統
の
色
と
す
る
と
と
も

に
、
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
教
育
施
設
と
し

て
、
明
か
る
さ
と
軽
快
さ
を
加
味
し
た
色
を
採

用
し
た
。

(
イ
)
集
合
住
宅
の
事
例
（
一
六
ブ
ロ
ッ
ク
）

●
　
テ
ー
マ

（
イ
）
敷
地
内
に
あ
る
保
存
緑
地
（
敷
地
内
面

　
　
積
の
三
〇
％
）
の
有
効
活
用
お
よ
び
建
物

　
　
と
の
調
和

（
ロ
）
歩
行
者
専
用
道
路
の
空
間
演
出
の
在
り

　
　
方

●
　
設
計
条
件
（
抜
粋
）

・
高
層
住
棟
の
配
置

　
幹
線
道
路
沿
い
に
は
、
団
地
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
な
高
層
棟
を
配
置
す
る
。

●
　
条
件
図
一
設
計
図
（
図
―
４
・
図
―
５
）

●
　
調
整
結
果
と
課
題

（
イ
）
保
存
緑
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
保
存

　
　
緑
地
沿
い
の
住
棟
は
勾
配
屋
根
掛
け
を
行

　
　
い
、
外
壁
の
色
に
つ
い
て
も
緑
と
調
和
し

　
　
た
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
保
存
緑
地

　
　
沿
い
に
住
棟
を
壁
状
に
配
置
し
た
た
め
、

　
　
団
地
全
体
と
し
て
緑
地
を
享
受
出
来
る
も

　
　
の
と
な
っ
て
い
な
い
う
え
、
保
存
緑
地
を

　
　
団
地
の
庭
と
し
て
積
極
利
用
で
き
て
い

　
　
な
い
。

（
ロ
）
歩
専
道
の
演
出
に
つ
い
て
、
集
会
所
は

　
　
歩
専
道
沿
い
に
設
置
さ
れ
た
が
、
歩
専
道

　
　
に
対
し
や
や
閉
鎖
的
な
外
観
と
な
っ
て
い

　
　
る
。

（
イ
）
外
構
計
画

・
保
存
緑
地
　
団
地
内
で
の
積
極
的
利
用
。
削

　
減
す
る
場
合
は
代
替
緑
地
を
確
保
す
る
。

・
歩
専
道
沿
　
法
面
を
緑
化
し
擁
壁
は
腰
高
さ

　
程
度
と
す
る
。

・
自
動
車
の
出
入
口
　
幹
線
道
路
（
３
・
２
・

　
３
）
側
へ
の
設
置
禁
止
。

・
駐
車
場
自
転
車
置
場
　
原
則
と
し
て
地
区
内

　
の
外
周
部
に
設
置
し
な
い
。
設
置
す
る
場
合

　
は
周
辺
に
カ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
等
を
施
す
。

・
擁
壁
の
処
理
　
擁
壁
外
側
に
空
地
を
設
け
緑

　
化
を
図
る
。

（
ロ
）
建
築
計
画

・
保
存
緑
地
沿
い
の
住
棟

　
保
存
緑
地
越
し
に
見
え
る
住
棟
の
見
え
方
に

配
慮
す
る
。

　
保
存
緑
地
沿
い
は
連
棟
に
よ
る
壁
を
造
ら
な

い
こ
と
。

　
低
層
化
す
る
こ
と
。
（
高
層
と
す
る
場
合
は

保
存
緑
地
か
ら
距
離
を
離
す
こ
と
。
）

　
勾
配
屋
根
を
掛
け
る
こ
と
。

　
外
壁
は
緑
環
境
と
の
調
和
を
図
る
こ
と
。

・
独
立
住
宅
地
沿
い
の
住
棟

　
圧
迫
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
ス
ケ

ー
ル
感
の
連
続
性
を
図
る
こ
と
。
（
階
数
を
お

さ
え
勾
配
屋
根
を
掛
け
る
）

・
集
会
所
の
配
置
、
デ
ザ
イ
ン

　
歩
専
道
に
面
し
て
設
置
し
、
歩
専
道
側
に
解

放
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。
（
歩
専
道
の
活
性

化
を
図
る
）

③
―
景
観
計
画
の
内
容

(
ア
)
基
本
理
念

　
都
市
の
景
観
は
、
個
人
の
価
値
観
に
よ
っ
て

相
違
は
あ
る
も
の
の
、
土
地
・
建
物
を
含
め
た

地
域
総
体
と
し
て
の
資
産
価
値
を
高
め
、
建
築

物
の
機
能
を
向
上
し
、
さ
ら
に
は
地
域
へ
の
愛

着
を
も
培
う
重
要
な
要
素
と
な
り
得
る
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
都
市
の
景
観
は
、
魅
力
あ
る
街

づ
く
り
を
進
め
て
行
く
上
で
留
意
す
べ
き
事
項

で
あ
り
、
施
設
単
体
だ
け
で
な
く
、
外
構
や
施

設
群
を
含
め
た
総
体
的
空
間
と
し
て
、
総
合
的

に
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
港
北
ニ
ュ
ｌ
タ
ウ
ン
で
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
を
中
心
と
し
た
基
盤
整
備
に
お
い
て
先
に

述
べ
た
通
り
四
つ
の
事
業
方
針
に
沿
っ
て
街
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
来
た
。
こ
れ
か
ら
進
め
て
行

く
上
物
整
備
を
基
盤
整
備
の
方
針
を
引
き
継

ぎ
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く
か
に
つ
い
て
の

指
針
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
景
観
計
画
を
策

定
し
た
の
で
あ
る
が
、
景
観
計
画
に
お
け
る
基

本
理
念
は
以
下
の
四
項
目
に
集
約
さ
れ
る
。

(
ア
)
緑
の
環
境
と
の
調
和

　
緑
の
環
境
を
最
大
限
に
保
存
す
る
街
づ
く
り

の
一
貫
と
し
て
保
存
さ
れ
た
り
、
修
復
さ
れ
た

公
園
・
緑
道
の
緑
や
集
合
住
宅
の
斜
面
緑
地
等

の
緑
環
境
を
都
市
景
観
の
中
で
ど
の
よ
う
に
演

出
し
て
行
く
か
が
、
上
物
整
備
に
お
け
る
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
存
・
修
景
さ

れ
た
緑
環
境
を
よ
り
よ
く
見
せ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
背
景
と
し
た
都
市
景
観
を
い
か
に
演
出

す
る
か
に
あ
る
。
こ
の
演
出
の
仕
方
と
し
て
は

緑
環
境
と
調
和
し
た
建
築
物
等
の
形
態
・
色
彩

を
演
出
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
非
建

ぺ
い
地
に
お
け
る
外
構
整
備
や
造
園
修
景
施
設

に
十
分
意
を
注
ぐ
こ
と
と
、
新
た
に
緑
環
境
を

創
出
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

(
イ
)
内
陸
的
風
土
の
演
出

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
は
、
横
浜
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
海
浜
地
区
に
対
し
て
内
陸
部
に
位

置
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
と
温
暖
な
気
候
に
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